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「小児における VPD の現状と課題」 

           鹿児島大学大学院 微生物学分野教授 西 順一郎 

はじめに 

本日は、小児における VPD の現状と課題について、2023 年４月の定期接種の変更点

を中心にお話しいたします。VPDとは Vaccine Preventable Diseases、ワクチンで防げ

る病気のことで、小児では 20の病気が挙げられています。 

 

４種混合ワクチン（DPT-IPV)開始時期の前倒し 

まず今年の４月から

４ 種 混 合 ワ ク チ ン

（DPT-IPV)の開始時期

が前倒しされました。４

種混合ワクチンは、ジフ

テリア、百日咳、破傷風、

ポリオの４種類の混合

ワクチンです。これまで

生後３か月から接種し

ていましたが、ヒブ、肺

炎球菌、B型肝炎、ロタ

ウイルスワクチンと同じく生後２か月から接種できるようになりました。４種混合ワク

チンは海外では生後２か月から接種されており、安全性や免疫原性は確認されています。

今回の前倒しは、他のワクチンと同様に接種時期を生後 2か月に合わせて接種しやすく

する利点もありますが、主に乳児の百日咳の予防を目的としています。 

乳児の百日咳は重症化しやすく、ときに死亡例もみられます。2018 年の６か月未満

の百日咳患者数は 530人で、生後２か月にワクチンの接種時期を前倒しすることで、乳

児患者の約 100人が減少すると見込まれています。また、学童期の子どもの百日咳も多

https://www.radionikkei.jp/kansenshotoday/ 

https://www.radionikkei.jp/kansenshotoday/


くみられており、４種

混合ワクチンを乳児期

と 1 歳で計４回接種し

てもその免疫が学童期

まで持続しないことが

わかります。６か月未

満の百日咳の感染経路

では同胞からの伝播が

40%以上を占めており、

乳児への感染を防ぐた

めには学童の百日咳予防も重要な課題です。 

米国では百日咳ワクチンは乳幼児期の４回だけでなく６歳ごろの就学時と 11～12 歳

ごろの学童期にも接種されています。しかし、日本では１歳での追加接種を最後に、百

日咳ワクチンは接種されていません。11 歳でジフテリアと破傷風の２種混合ワクチン

である DT の追加接種はありますが、百日咳の成分は含まれていません。国立感染症研

究所の調査では百日咳毒素に対する抗体価が防御レベルである 10 EU/mL 以上を示す者

の割合は、９歳で 30％に低下しており、日本小児科学会では、就学時と学童期にも百

日咳のワクチンが入っ

た３種混合ワクチンの

任意接種を推奨してい

ます。現在、トリビッ

ク®という３種混合ワ

クチンの追加接種が任

意接種として可能です。

また、就学時はポリオ

の免疫も低下してくる

ため、米国で実施され

ている就学時の不活化

ポリオワクチンの任意接種も望まれます。 

 

HPV9価ワクチンの定期接種化 

2023 年４月からの定期接種の変更点のもう一つは、HPV（ヒトパピローマウイルス）

9価ワクチンの定期接種化です。中断されていた HPV の２価と４価のワクチンの積極的

勧奨が 2022 年４月から再開されましたが、新たに５つの遺伝子型の HPV の成分を含ん

だ９価ワクチンが開発され、わが国でも定期接種として接種可能になりました。２価と

４価ワクチンは日本人女性の子宮頸がんの原因となる HPV の 65～70％を標的としてい



ましたが、９価ワクチン

では５種類増えたため

80～90％を標的とする

ことが可能になってい

ます。 

HPV ワクチンの子宮

頸がんを予防する効果

は海外で報告されてお

り、４価ワクチンの効果

を検証したスウェーデ

ンの研究では、17歳未満で接種すると未接種者に比べて子宮頸がんの発病リスクを 88%

減少させることが明らかになっています。またわが国でも、２価・４価ワクチンの接種

で子宮頸部の前がん病変とがんを合わせたHSIL（High-Grade Squamous Intraepithelial 

Lesion）と呼ばれる病変を 69%減少させることが報告され、その後のわが国の研究でも

子宮頸部のCIN（Cervical 

intraepithelial 

neoplasia）2という中等

度の上皮内異形成を

76％減少、CIN3の重度

の異形成や子宮頸がん

を 91%減少させたこと

が明らかになっていま

す。 

また、HPV ワクチン

の接種回数は２価・４価ワクチンでは３回でしたが、９価ワクチンでは９歳から 15 歳

未満であれば通常６か月以上の間隔での２回接種が可能になっています。ただし定期接

種の対象になるのは

小学校６年生からで

す。15 歳未満では２回

接種でもよいという

根拠は、９歳から 14

歳に６か月または 12

か月間隔で２回接種

した場合の接種後1か

月の抗 HPV 抗体価が、

16 歳から 26 歳に３回



接種した場合に比べて、すべての遺伝子型において数倍程度倍上回っていたという研究

結果です。また、接種後３年間の観察でも 15歳未満２回接種の抗体価は 16歳以上 3回

接種の抗体価より高く維持されていたことも報告されています。なお、9価ワクチンと

２価・４価ワクチンとの交互接種も可能になっています。 

HPV ワクチンには集団免疫効果があるため、海外では男性にも接種されています。ま

た、HPV は男性でも肛門がんや中咽頭がんの原因になるため、HPV 関連がん予防ワクチ

ンとしての意義があり、今後わが国でも男性への接種を検討する必要があります。 

 

麻疹・風しん（MR）ワクチンの接種率低下 

その他の小児 VPD の課題としては、2021 年度の麻疹・風しん（MR）ワクチンの接種

率低下が挙げられます。1歳での 1期の接種率はこれまで流行を抑制できるレベルであ

る 95%を上回っていましたが、

2021 年度は 93.5％と過去５

年間で初めて 95％を下回り

ました。就学時の２期の接種

率も 2021 年度は 93.8％であ

り、前年より低下しています。

新型コロナの影響が考えられ

ますが、2021年度以降はＭＲ

ワクチン以外の定期接種率も

低下が懸念されています。 

 

その他の小児 VPDの課題 

また、おたふくかぜワクチンの定期接種化も大きな課題です。日本は、先進国の中で

唯一おたふくかぜワクチンが定期接種化されていない国ですが、おたふくかぜにおける

難聴の出現率は 1000 人に 1 人、もしくはそれ以上であることが報告されており、早期

の定期接種化が待たれます。ワクチンの副反応としての無菌性髄膜炎が定期接種化に向

けての懸念点になっていますが、1歳で接種を開始すればその発生率は低いことも知ら

れており、現在全国でおたふくかぜワクチンの副反応に関して大規模な調査が行われて

います。 

新型コロナワクチンの接種率の低迷も課題です。2023 年 4 月 6 日時点で 5～11 歳の

２回接種率は 23.3%、３回接種率は 9.4%、6か月～4歳では２回接種率が 3.4%、３回接

種率が 2.2%と低い状況です。小児の新型コロナは 2022 年夏に感染者の増加に伴い死亡

者が増えましたが、その後も小児の重症例や死亡は続いています。4月 4日時点で全国

の重症者は 10 歳未満が 228 人、10 代が 100 人、合わせて 328 人、死亡者は 10 歳未満

が 39 人、10代が 21人、合わせて 60人を数えており、決してかぜと同じとは言えませ



ん。インフルエンザと同じようにワクチンで予防すべき病気であると考えます。 

小児への新型コロナワクチンの有効性は海外から多くの報告がありますが、わが国で

も新潟大学の昨年夏の調査で２回接種による小児の入院予防効果が 75%（95%CI, 

48–88%）であったことが報告されています（第 44 回厚生科学審議会予防接種・ワクチ

ン分科会）。これからも流行は繰り返されますので、小児の接種率の向上が必要です。

なお、5～11歳の３・４回目にはオミクロン対応ワクチンの接種が望まれます。 

接種率が伸びない背景

には Vaccine hesitancy（ワ

クチン躊躇）があると言わ

れていますが、医療従事者

はワクチンに対する不安

に寄り添い、副反応と有害

事象の違いなどを含めて、

科学的で正確な情報提供

に努めることが必要です。 

 

新たなワクチンの開発 

わが国の予防接種に関する基本的な計画では、ワクチンで予防できる疾患はワクチン

で予防することを原則としており、新たなワクチンの開発も進んでいます。ヒブを含む

5 種混合ワクチンはすでに承認申請され、2024 年度には使用される可能性があります。

おたふくかぜワクチンを含む MMRワクチンも臨床試験が進んでいますが、子どもたちの

負担を減らすためにも混合ワクチンの開発は欠かせません。また、点鼻のインフルエン

ザ生ワクチンであるフ

ルミスト®が承認され、

２歳以上 19 歳未満を

対象に 2024 年度発売

予定です。その他にも、

新たなインフルエンザ

ワクチン、RSウイルス

ワクチン、ノロウイル

スワクチンが開発途上

にあります。 

 本日は、小児における VPDの現状と課題についてお話しました。子どもたちの健康た

めに現在あるワクチンの普及とともに、今後さらに安全で有効な新たなワクチンの実用

化が望まれます。 

 

 
 

番組ホームページは https://www.radionikkei.jp/kansenshotoday/です。 

感染症に関するコンテンツを数多くそろえております。 
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